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小児の在宅医療
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インターネットや通信技術の急速な進歩により,自宅でも病院と同じ様な診療を受けることがでさるようになった

遠隔医療技術.ただ,その名前は知つていてち,どんなことができるのかまでは知つていただけていないことが多い。

このシンポジウムでは,メインテーマを「元気なうちから朱口つておさたい在宅ぽ療」と題し,を宅か療や・■診療の

第一線で活躍されている専ｎ職の方やこ,最新の還隔ほ療技術とを宅Ｅミでの災害時対策の状況について詳しく紹介

していただきます少しでち在宅医療について知つていただく機会になればとＲいます　　　　　　　。･

小篠　史郎
(Ｈ本大学病院ﾉ)ミさｉＥ療ま１センター特fEEii)

自宅でできる痛みのない透析療法･腹膜透析

遠隔モニタリングシステムができること
～植iきみ型心臓電気デバイス遠隔管!Iと心不全管!I～

Ｓ眠時無呼・症候群の治療機器とデータil信

ﾃ-ﾏ　aEI医療機器の災害対策体制とこれまでの取り組み
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臨床工学技士

臨床工学技士
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I予村
(熊本キ央病Ｒ
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郎美
(・１会Ｒ本病ほ ａほ工学部門係長）

鳥越　沙綾
(熊本ホＭＥ９センター臨床工ず部主そ)

後藤　祐太郎
(フクダライフテツク)
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